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はじめに
1989年の夏、かねて進めていた博物館実習
用テキス トr学芸員ハ ンドブック』が上梓さ
れた。この企画は考えてみれば20年も前から
のものであったことを思うと、胸中感慨深い
ものがあった。
私が博物館界に足を踏み込んだ時、当時山
種美術館の学芸部長をしていらした倉田公裕
氏が、欧米の博物館協会がどんな仕事をして
いるのか、日本の博物館協会に現場の学芸員
が何 を期待 しているのか、折にふれてお話し
いただいた。それは、学校で学んだ博物館学
と現場とのギャップにとまどっていた私 に、
何 を目標に据 えて仕事 をしたらよいかの、指
針を与えていただいたものであった。
沢 山 見 せ て い た だ い た 書 物 の 中 に
『MUSEUMWORKERSNOTEBOOK』
(WITTEMUSEUM,U.S.A.)という博物
館の現業に関する種々の情報を集めた加除式
の本があった。
当時は現場の学芸員のために展示を中心 と
した情報の編集内容を考えていたが、その機
会を得ることが出来なかった。はからず も倉
田先生の下で働 く機会を得、実習用テキス ト
のことが検討され、今度は具体的に実行に移
すことが出来たものである。当初人文系を中
心に考えていたのであるが、京都橘女子大学
の千地万造氏が自然史系を中心に企画 してい
たもの と合体 して、「資料の取扱い」を中心
に第一次分の完成をみたわけである。
「もの」の取扱い方法を写真を多用 して編
集 しているため、講義の後 も活用出来る利点
が、学生に喜ばれているようである。
明治大学での博物館実習の現状
当大学での博物館実習の内容は、
1.館園の実際業務の見学研修
2.「もの」の取扱い方法の体験
3.幅広い分野の基礎的知識の取得 等々。
という3本の柱をたてて、年間22-・24回(3
単位)の 授業が行われている。
1については、団体見学と自由見学の二つ
に分けている。団体見学は普段見ることの出
来ない収蔵庫を中心に、博物館活動 を支える
裏方の見学である。現場の学芸員の解説を聞
きながら、資料が如何に取扱われるか、収集
と展示がどうかかわっているのか、建築上の
問題点は等々、机上での理論に学芸員がどう
対処 しているのか実際に見聞し、学生の博物
館への認識がかなり変化する重要な役割を果
しているといえる。
自由見学は館種(歴史館、美術館、郷土館 ・
動 ・水 ・植物園等々)と設置者(国立、公立 ・
私立)等 を勘案 してプログラムされた各種の
博物館の見学である。展示、導線、照明、解
説等々について博物館学的に見学することが
要求 されている。
これらの見学には1200字のレポー トが義務
付け られてお り、年間学生 は8～10本の レ
ポー トを提出する。最初は要点を如何にまと
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めるか苦労す る学生 も多いが、回数を重ねる
につれて、要領よくまとまったレポートが多
くなって くる。
書 くことの多い学芸員の訓練のひとつに該
当させている。
2については、当大学附属の考古学博物館、
刑事博物館、商品陳列館の協力を得て、資料
をどう扱うかの実際である。
家庭に床の間がなくな り、軸 を掛けること
などない家が多くなった り、かけても額装の
ものが多 くなると、掛軸の扱い方などは美術
館へ就職でもしない限 り、この博物館実習が
一生 に一度の経験になって しまう学生もいる
わけで、「もの」に触れることの緊張と感激
を味わっている。活気のある授業風景を呈 し
ている。
「もの」が扱えるかどうかは、学芸員 とし
ての基本的事項であるので、資格取得の判断
にも連がる重要な授業 となっている。
又希望者に対 しては、夏休み期間中に考古
学博物館、刑事博物館での実務実習が受けら
れる。刑事博物館では古文書の取扱いを中心
に、考古学博物館ではここ2年程、特別展の
実際に参加させていただいている。資料を扱
い展示す ることは、「もので語る」 ことの大
変 さを痛感すると同時に、作 り上げていく喜
びも体験 しているようである。
3は多岐に亘る博物館業務の中から重点を
絞って、その分野の専門の方を特別講師 とし
て招 き、広い視野で博物館活動がとらえられ
るよう願って、カリキュラムを構成 している。
それぞれ第一線でご活躍の先生方の講義は
博物館に対する情熱と愛情が伝わり、その意
気込みに学生達も感銘を受けている。他大学
には見 られない特色ともなっていると思 う。
以上は当大学での実習の概要である。他大
学に比 して、決して遜色のない内容であると
実習にかかわる者の一人として自負 もしてい
るが、これが最良というわけではなく、与え
られた時間を精一杯工夫しているといった所
であ る。
博物館実習の問題点
問題点の第一は何 といって も受講生の多 さ
である。
1990年度146名
1989105
1988100
198799名
1986113
上表は年度別の実習生の数である。来年度
より2年生からの登録が実施されることと、
選択科目の枠が広がったことを考えると、今
以上の増加が見込まれるであろう。
「もの」の取扱いは出来るだけ少人数で繰
り返 し扱い、身体が覚える事が必要であ り、
あとは実習室で、自由に自己研修できること
になっている。
第二の問題点は受講生の資格コレクター、
つまり大学でとれる資格 は全てとって出よう
という学生が多いことである。聴講生の面接
に来た人の中にも、あらゆる資格 にチャレン
ジすることに生きがいを感じているので、是
非受講 したいという人がいる。
免許状(資 格証明証)を とるまでには、出
席、レポー ト、試験 といったい くつかのハー
ドルがあるわけであるから、そのことが一概
に悪いとはいえないが、このことは学芸員教
育 を専門化するよりも、カルチャー化する方
向に作用 していないか。
日本の資格社会の現状 を考えるといたしか
たないことであろうか。以上の問題 を考える
と、受講生麩の減少は余 り望めない事であろ
うか。
問題点の第三は受講生の専攻、専門の問題
がある。これは博物館法上の問題 もあるし、
大学運営上の問題 もあろうが、本学では受講
生は全学部に解放されている。当大学 として
「どんな学芸員 を養成するか」を考えた場合、
対象(専 門)を絞ることはさけて通れない大
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きな問題でもあろう。それは最近の博物館の
現場 と、養成者側とのギャップが大きくなり
つつあることである。養成課程で学んで資格
を得た学生に就職のチ ャンスが幅広 くあるの
であれば問題は少 くなるが、現実には欠員の
補充、あるいは新館開館時の採用といった、
非常 に限られた機会 しかないのが現状であ
る。
又、今 のように企業が好況の時は募集が
あって も学生が応募 しない とい うこともあ
る。博物館のように小規模な人員構成の所で
は、現場での職業教育を行う余裕がないので、
「採用したらす ぐ使える」 という事が優先す
る。専門性の高い(学芸員 としての能力 より
も専門科 目での判断が対象になることも多い
が)、結果 として全てではないが学部卒 より
は院生をというのが、採用者側のアンモクの
常識 ともなっている昨今の状況 もみられる。
一方、教員、文化財主事、埋蔵文化財関係
者の採用の条件に学芸員資格 を義務付けてい
る地方公共団体が増えている。人事異動の一
環 としての対応であろうが、博物館に携わる
立場の者からいえば、このような人事で決し
て博物館はよくはならないと思う。
他にも問題は多々あるが、以上大きな点を
あげてみた。
博物館実習今後への展望
小 ・中 ・高校の土曜休日がモデル校で試行
されている。児童 ・生徒 ・学生の総数も減少
化 している。望まなくても21世紀は教育形態
が大 きく変っていかざるを得ないだろうし、
各種の分野で教育 を担当 している人々に課せ
られる期待 も役割 も、今までとは変わって く
るであろう。本学の学芸員養成 も21世紀を目
指 した学芸員養成 を考 え、一つの脱皮の時期
にさしかかっているともいえる。
明治大学には博物館界からも高い評価を得
ている刑事博物館、考古学博物館、商品陳列
館の3館 の付属博物館を有 しており、学芸員
も配置されている。学芸員養成上 この利点を
もつ と積極的に生かす方法が検討 されて もよ
いと思 う。
専門職にある人ほど、一年生 も経験を経た
ヴェテランも同一の呼称で呼ばれることが多
い。医師、教師、学芸員も同様で、新人 もヴェ
テランも同じ学芸員である。法規上は学芸員
補 と学芸員、その他に専門学芸員などという
呼称 を使用している館もある。大学で規定の
単位 をとり博物館に採用 されれば学芸員 とな
る。日本ではこの養成が全て学部 レベルで行
われている。大学院レベルでの養成を鶴田総
一郎氏(法 政大学当時)が提唱 した事がある
が、実現にいたっていない。呼称はともかく、
学芸員の養成を学部レベルと大学院レベルの
二段構 えに し、大学院レベルの養成 を附属博
物館で実施する。ということは本学の場合「歴
史系博物館学芸員」の養成という専門の旗印
を掲げることになるし、それが本学の学芸員
養成の特色となろう。
学部 レベルの実習は 「博物館の見方」「博
物館利用の仕方」といった、博物館の教育に
ウエイトを置いたものとし、大学院レベルの
ものでは人数 も制限され、博物館の活動を現
場 を使って展開することが出来る。「もの」
の扱いも日常的に組み込み、展示の実際も、
実験的試みも出来る場(空 間)も 必要 となろ
う。
アメリカの大学のように附属博物館に養成
課程が付設されれば、現職の学芸員の再教育、
研修の場として、社会人学生を受入れること
も可能となろう。
博物館法が現状 に適応 しないのは多 くの
方々に指摘されていることであるし、現状で
は改正への取 り組みが遅れている。 どこかが
一歩踏み出さないといけない時期だと思う。
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